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全身麻酔や人工呼吸中には気道の分泌物

を自分で排出できないため吸引が必要で、

この様な症例では全身管理上、必要不可欠

な手技となっています。吸引中の問題点と

して以下の2つの点が挙げられます。先ず、

気管内吸引を行う場合には、人工呼吸を中

断する必要があり、換気の中断と共に肺気

量を維持し酸素化に重要な気道の陽圧がな

くなる事が問題です。このため、気管内吸

引中には低酸素血症の生じる危険があり、

不整脈をはじめとした合併症が経験されま

す。吸引中の低酸素血症を予防する目的で

閉鎖式吸引カテーテノレが紹介されています

が、人工呼吸器の機種・設定条件によって

は、気道に過度の陰圧がかかり肺気量の減

少とともに低酸素血症を経験することもあ

ります(1)。次に、吸引の調節のために手指

で開閉する調節孔がありますが、その調節

子しから吸引中に分泌物が飛散し、医療従事

者への感染が問題となります。

気管内吸引中の低酸素血症を予防するた

めには、可能な限り吸引時聞を短くすること

が必要です。しかし、従来の方法では、吸

引ボトノレを含めた吸引回路が、所期の陰圧

に到達するには数秒が必要で、特に分泌物

が粘欄な場合には吸引時聞が長くなる傾向

がありました。

タッチトローノレ・コオ、クター(TTC)を用い

ると、吸引回路はコオ、クターまで陰圧が保

たれているため、TTCの小孔を塞?と瞬時

にカテーテノレ先端に陰圧をかけることがで

きます。つまり、速やかに効率的な吸引を開

始することができ、吸引時聞を短縮できる

ため、合併症の発生を減ずる事が可能です。

さらに、TTCには弁が内蔵されているた

め吸引中に調節孔から分泌物が飛散するこ

とがなく、医療従事への感染を防寸ことが

できます。また、TTC底部が透明となって

いるため、吸引中に分泌物の性状を確認す

ることも可能です。

以上の様に、TTCを用いることにより気

管内吸引中の問題点をある程度解決するこ

とが可能であると考えます。また、TTC自

体が開問機構を内蔵しているため、吸引圧

調整レギュレーターを吸引毎に調節する必

要はなく、分泌物の性状とカテーテノレ・サ

イズに見合った陰圧を予めセットしておけ

ばよいのです。

以上、TTCを用いることで、気管内吸引

時に合併症の発生を減じると共に、医療従

事者のリスクも減じるこが可能で、臨床上

非常に有用であると考えます。
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